
 
  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

わっくん子サポ通信 NO.30 
 

 日頃より、子サポの活動にご理解とご協力をいただきましてありがとうございます。 

すでに皆様にはお知らせしております通り、令和 5年 7月 1日（土）より、横浜子育て

サポートシステム制度が変わりました。 
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 【変更ポイント】 

① 令和 5 年 4 月 1 日以降に生まれたお子様を対象に、無料クーポン券（子サポ de おあ

ずかりおためし券）を 8 時間分（1時間につき 500円）配布します。 

② 1 時間の利用料が 800 円から 500円（平日 7 時～19時、それ以外は＋100円）に

変わります。 

③ 提供・両方会員へは、利用料＋横浜市からの給付金（1時間 500円）が支払われます。 

新規事業のお知らせ  

新規事業の提供・両方会員向け説明会報告 

7月１日(土)からの新規事業により、提供・両方会員の給付金請求に伴い、提供・両方会員向

けに 6月 23日(金)10：00～11：30・13：30～15：00、6月 24(土)13：30～15：00

の計 3 回、合計 32 名の会員の皆様にご参加いただき、新規事業説明会を開催させていただき

ました。 

お忙しい中ご参加くださった皆様、本当にありがとうございました。 

尚、説明会当日、様々なご意見、ご質問が出されておりましたので、ご参加出来なかった

皆様にも、共有させて頂きたいと思います。 

▶給付金の振込に４か月はかかりすぎでは？ 

▶請求手続きの簡略化希望 

▶クーポン券裏の「注意事項」の・きょうだい児の 2 人目以降の半額割引には利用できま

せん。の説明に「同時に」もしくは「一緒に」の文言を入れてはどうか？ 

▶旧報告書がもったいない。 

▶第３号様式の口座情報を毎回記入との事だが、毎回ではなく少しでも簡単な手続き方法希

望。 など 

また、予定が合わずご参加出来なかった方もいらっしゃるかと思いますが、7月の預かり(活

動)より新料金となっているため、ご不明な点などございましたら、子サポ事務局まで、ご遠慮

なく、お電話、来所にてお問い合わせ下さい。個別の対応もさせていただきます。 

会員の皆様には大変お手間をおかけすることになりますが、今後も子サポの活動にご理解、ご

協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 

 

 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

横浜子育てサポートシステム鶴見区支部  

コーディネーター 蓮見・西川・土井・並木・中島・高木 

〒230-0062 横浜市鶴見区豊岡町 38-4  

横浜市鶴見区地域子育て支援拠点わっくんひろば内 

ＴＥＬ 045-582-7610   ＦＡＸ 045-582-7591 

 

 

 

 

本部：横浜市こども青少年局子育て支援課 045-671-4157  

 

◆最新の「会員の手引き」が、HPハマの子育て「横浜子育てサポートシステム」の資料ダウンロードに

掲載されました。冊子は９月前後に全会員に郵送予定です。 

◆以下の場合は、必ず鶴見区支部にご連絡下さい。 

・サポート内容が変わるとき（預かり場所、送迎場所の変更等）は、同じ提供会員に依頼する場合で

も、改めて事前打合せが必要な場合があります。 

   ※事前打合せをしていない内容の活動は、保険がききませんのでご注意ください。 

・登録内容の変更、追加(住所・電話番号変更、弟妹の出産で子どもの追加等)→ネットでも可能 

◆子育てサポートシステムは、以下の 3つの活動はできません。(保険の対象となりません。)  

 ①病児預かり(保育園の送迎含)    ②宿泊預かり   ③家事援助 

◆２歳未満のお昼寝などの睡眠中に提供・両方会員さんにブレスチェックをお願いしています。 

参考資料として使用しているブレスチェックシートが、報告書の改定に伴い、ブレスチェックシート

上の一部文言を変更いたしました。 

7月よりの新報告書には、事項の欄が無くなりました。「BC済」は、「子どもの様子」などの欄に 

ご記入ください。(同封資料) 

5月 26日（金）に鶴見消防署職員の方による緊急救命講習が行われ、午前、午後合わせて 17名の

会員の方が参加してくださいました。内容は、乳児、小児の心肺蘇生法、AEDの使用法を含み、また、

子サポの活動中に限らず、普段の生活にも起こりうる緊急的な場面での対処等をわかりやすく講義して

いただきました。会員の皆さんは熱心に耳を傾けていらっしゃいました。 

終了後のアンケートでは 

・「こんな時どうしたらよいか‥？という実際に即した指導でわかりやすかった。」 

・「何度も受講している救命講習だが、手順など忘れているや、 

新しい学びもあり有意義だった。」 

・「子サポの活動をする上で、気を付けるポイントがよくわかった。」 

などの感想がありました。緊急的な場面で咄嗟に行動に移せるだろうか？という会員さんからの質

問には、「無理せず、その時に自分が出来ることをやれば良いです。」というアドバイスがありました。

例えば、他の人に助けを求める、１１９番通報するなどのお答えもいただきました。そして、日頃から

使用できる AEDはどこに設置されているか意識しておくことも大切というお話でした。 

令和 6 年度（2024 年度）からは 5 年に一回の緊急救命講習の受講が確認できない提供・両方会員

の方については、講習を受講するまで活動が出来なくなりますのでご注意ください。 

鶴見区支部では今後も多くの方が受講できるよう、定期的に開催したいと考えておりますので、是非

ご参加ください。 

 

事務局からのお知らせ 

提供・両方会員スキルアップ研修会報告 


